
六地蔵公会堂・奈良町児童遊園 

まちの縁がわ促進事業       

ろくみらプチまつり 
令和 8年 3月 8日（日） 13:00～15:00 

 

宇治市では、地域課題やニーズを把握しながら、公会堂（内）と公園（外）の一体活用を図り、新たな公共施設の 

活用方法を提示することで、地域コミュニティの活性化・公会堂と公園の利用促進を目指す「まちの縁がわ促進事

業」を行っております。 

今回は六地蔵公会堂・奈良町児童遊園を対象とし、ろくみら実行委員会こと“みんなで六地蔵の未来をつくるプ

ロジェクト実行委員会”との共催イベント“ろくみらプチまつり”を開催いたしました！ 

 

 

 本イベントは、ろくみら実行委員会が主催する地域の交流会“スナッ

ク地蔵”において、参加者同士が「この地域でこんなことができたらい

い」「この場所をもっと魅力的な場にしたい」と、地域の未来について

語り合ったことをキッカケに実現したものです。 

テーマを「子育て世代と地域をつなぐ」とし、メインターゲットを子

育て世代に設定しました。イベントを通じて六地蔵エリアの商店と子

育て世代をつなぐことで、地域全体で子どもを見守り、支え合うこと

ができる環境づくりを目指しました。 

事業の内容は下記のとおりです。 

 

【ろくみらプチまつり 内容】 

  

 

 

 

  

  

  

 

≪地域の交流会“スナック地蔵”の様子≫ 



 

【当日の様子】 

 

イベント当日は天候にも恵まれ、約 150人にご参加いただきました！ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



当日は、近隣商店で活動されている方や地域の育児サークルのメンバーが中心となってスタッフを務め、参加

者と積極的に言葉を交わしながら、和やかな雰囲気の中で運営が行われていました。会場内では、スタッフと参加

者が会話を楽しむ様子や、参加者同士が自然に交流を深める場面が随所に見られ、新たなつながりが生まれてい

る様子がうかがえました。 

また、参加者を年代別に見ると、未就学児が 38％、小学生以上が 19％、20代が 5％、30代が 26％、40

代が 5％、51歳以上が 7％となっており、ターゲットとしていた子育て世代とその子どもたちに多くご参加いた

だけたことがうかがえます。会場である六地蔵公会堂は、普段から利用の多い施設ではありますが、当日来場さ

れていた管理者からは「これほど多くの若い世代が来られたのは初めて」といった声もあり、新たな利用層の来場

につながった様子が見られました。 

このように、公園と公会堂を一体的に活用する取組は、地域の交流の場としての広がりを生み、住民同士のつ

ながりを深めるとともに、これまで施設を利用する機会のなかった方々にとっても、施設を知るキッカケになった

と考えられます。 

 

【参加者の声（一部抜粋）】                       【参加者の年齢層】 

 とても賑やかで、あちこちでイドバタ会議が発生して

いて素敵な取組だなぁと思った。 

 スタッフのみんなが優しかった。 

 子ども向け（小さい子が参加できる）の物もたくさん

あり楽しめました。 

 開催スペースがせまい（公会堂・公園）と思ったけど、

屋外と屋内と両方あり、いい感じだと思いました。 

 すごく楽しかったです！参加したママからも好評でし

た✨ 

 

 

また、当イベントはろくみら実行委員会を中心に、六地蔵区

会、木幡小学校、コミュニティ・バンク京信、ロククラ育児サーク

ルの他、地域で活動されている商店など、多くの方々のご協力

により実現しました。 

「みんなで六地蔵の未来をつくる」という理念のもと、地域

交流会（スナック地蔵）を開催し、地域のニーズを的確に捉えて

きた当実行委員会の取組があったからこそ実現したものです。 

ご協力いただいた皆様の間では、すでに次回の企画に向け

たアイディアの意見交換が活発に行われており、この活動を契

機として、六地蔵エリア全体に新たなにぎわいとつながりが生

まれつつあります。 
 

今後は、まちの縁がわ促進事業を通じて生まれたさまざまな「縁」が「輪」となっていくことで、この場所がより

一層、地域の憩いの場・集いの場として定着していくよう、引き続き皆様とともに積極的に取り組んでまいりま

す。 

 

≪運営に協力いただいた皆様と記念撮影≫ 


